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令和２年度 第１回刈谷市入札監視委員会 議事録 

 

 

１ 日時  令和２年７月２１日（火） １３：３０～１４：３０ 

 

２ 場所  刈谷市役所 ３階 ３０１会議室 

 

３ 出席した委員（委員数２名） 

委員長職務代理者 近藤 克麿（公認会計士） 

委員       加藤 時彦（弁護士） 

 

４ 出席した事務局職員（６名） 

 宮田総務部長、豊永契約検査課長、神谷課長補佐、 

近藤契約係長、深谷検査係長、西川主任主査 

 

５ 議題及び概要 

（１）委員長の選出について 

→互選により奥村委員が就任。 

（２）委員長の職務代理者について 

→委員長の指名により近藤委員に決定。 

（３）令和元年度工事契約状況について 

   →事務局より説明。 

（４）契約工事の報告について（令和２年１月から５月分） 

→事務局より説明。 

（５）抽出事案の説明について 

   →抽出案件 ３件（一般競争入札３件）を承認。 
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６ 主な質疑 

質問・意見 回答 

 

議題（３）令和元年度工事契約状況について 

※質問、質疑なし 

 

 

議題（４） 契約工事の報告について 

※質問、質疑なし 

 

 

議題（５） 抽出事案の説明について 

・案件１件目  

（仮称）刈谷スマートＩＣ整備工事（牛池

内道路改良工） 

（一般競争入札 土木一式工事） 

 

Ｑ：（委員）昨年度実施した、同じくスマート

ＩＣの整備に関連した橋りょう上部工に

関する工事案件では、地域要件を「県内

本支店」としていたが、今回の案件は地

域要件を「市内本店」としているが、特

に問題はないか。 

 

Ｑ：（委員）スマートＩＣの整備に関連した工

事は今後も発注されると思うが、受注者

側である業者は、発注時期や工事内容等

をどのように把握するのか。 

 

Ｑ：（委員）高速道路に関する工事も併せて施

工されていると思うが、どのように区分

け等されているのか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ：（事務局）今回の案件については、市内の

業者で施工可能であることから、地域要

件を「市内本店」としている。 

 

 

 

 

Ａ：（事務局）四半期ごとに工事の発注見通し

を電子入札システム上にて公表してい

る。また、計画の概要については市ホー

ムページにて紹介している。 

 

Ａ：（事務局）高速道路区域については、中日

本高速道路㈱（ＮＥＸＣＯ中日本）が、

高速道路の区域外については、刈谷市が
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・案件２件目 

下重原住宅２期増築等（建築）工事 

（一般競争入札、建築一式工事） 

 

Ｑ：（委員）落札率が９８.０３％と高くなっ

ているが、どのような理由が考えられる

か？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ：（委員）この案件と同様の改修工事は、業

者は参加しやすい案件なのか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

それぞれ施工することとなり、今回の案

件については、高速道路の区域外である

ことから、刈谷市の施工となる。 

 

 

 

 

 

 

Ａ：（事務局）応札金額については参加業者そ

れぞれに事情があることから、直接的な

理由は不明であるが、この案件は、住宅

の増築だけではなく、既存の住宅の改修

も含まれた工事である。 

入居者が居住しながら施工しなければ

ならない等、制約がかかることから、金

額にも影響したのではないか。 

なお、平成２９年度に「下重原住宅１

期増築等（建築）工事」が施工されてい

るが、その際の落札率は９７.８６％と、

やはり落札率が高い状況であった。 

 

Ａ：（事務局）小中学校の大規模改造工事も

時々発注することがあるが、子どもの安

全や施工中の騒音等配慮する必要がある

ことから、どちらかというと敬遠されが

ちな案件である。 
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・案件３件目  

東刈谷市民館他２施設空調設備改修工事 

（一般競争入札、管工事） 

 

Ｑ：（委員）以前から「管工事」については、

落札率が低いようであるが？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 以上より、抽出案件１～３について、入

札監視委員会として内容を承認すること

で決定。 

 

 

 

 

Ａ：（事務局）「管工事」については他の工種

に比べ、落札率の低い状況が続いている。

予定価格にも影響することであり、開札

ごとに工事担当課には落札率についても

報告している。 

工事の設計をする際には、業者への聴

き取りや単価の設定を見直す等行ってい

るとのことから、落札状況等については

引き続き、注視しておく必要がある。 

 

 

 


